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オープンデータの必要性

• 原発等核施設労働者の疫学調査のことを知った．
• 放射線影響協会(以下，放影協会)が1990年から国の
委託研究として続けている．

2

委託研究として続けている．
• 第Ⅴ期報告書（2015年）の結論に疑問．
• リスク上昇という分析結果は本当にみかけのものな
のか？
⇒ 喫煙の補正方法について考えたい．
⇒ 非喫煙者を対象にした分析をしたい．



第Ⅴ期報告書 の分析
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データの開示を要求

• 委託業務に含まれていない．
← 次年度から業務に⼊れる．（規制庁）

• 管理⼿帳に目的以外に使わないと書いてある．

放影協会に第ⅤⅤⅤⅤ期報告書（2015201520152015年）のデータの提供を求めた．
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• 管理⼿帳に目的以外に使わないと書いてある．
← 研究目的だ．

• 研究計画書を提出してほしい． ← 提出する．
• 研究計画書を提出してもらったが，理事会が外部への資料

提供の問題を審議している．
• 理事会がデータ提供をしないと決定したことが伝えられ

る．(2017年)



放影協会の組織

理事会
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http://www.rea.or.jp/honbu/honbu_main_home.htm

放射線疫学
調査センター

放射線従事者
中央登録センター



• 原⼦⼒規制庁 放射線対策・保障措置課（以下，規
制庁）に経過を逐次伝えてきた．

• オープンデータが基本方針である．（規制庁）

原⼦⼒規制庁の対応

• 規制庁から情報公開法にもとづきデータを⼊⼿し
た．(2018年末)

• しかし，これは研究社会としてノーマルではない．
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第5期科学技術基本計画(2016-2020)

③ オープンサイエンスの推進
オープンサイエンスとは、オープンアクセスと研究データの
オープン化（オープンデータ）を含む概念である。（略）
オープンデータが進むことで、社会に対する研究プロセスの
透明化や研究成果の幅広い活用が図られ、（略）市⺠参画型
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透明化や研究成果の幅広い活用が図られ、（略）市⺠参画型
のサイエンス（シチズンサイエンス）が拡大する兆しにあ
る。

公的資⾦による研究成果については、その利活用を可能
な限り拡大することを、我が国のオープンサイエンス推進
の基本姿勢とする。



• 放射線影響研究所（放影研）のホームページか
ら申請して⼊⼿できる．

• 論⽂のもとデータ＋解析コード（Epicure）

放影研のオープンデータ

• 論⽂のもとデータ＋解析コード（Epicure）

• 2017年の論⽂ではRRRRコードも公開．
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• 放射線疫学でオープンデータが進んでいない
現状がある．

• これは国の方針に背を向け，研究の健全な発

まとめ

• これは国の方針に背を向け，研究の健全な発
展を妨げるものではないか．

• 学会として，オープンデータを推進する議論
をしてほしい．
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nagai.koko@gmail.com

データ公開とデータ再分析に関心のあるひとは
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データ公開とデータ再分析に関心のあるひとは

ご連絡ください．
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公１
公２

令和3年収⽀予算書
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公２
公４
公３

http://www.rea.or.jp/honbu/gaiyou/yosansho2021.pdf



オープン・サイエンス
オープン・アクセス
オープン・データ

� データ取得の経緯
� データ公開の意義

15

� オープン・データの要請
� 規制庁の方針
� 国際的動向と国内の取り組み

� 動向と課題


